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　「元気で、 明るい、 住みよ

い荒尾」 を目指して、 市長

が地域へ出向いて皆さんと身

近に語り合い、 市政に対す

る意見や提言をお聴きし、 懇

談したいと考えています。

　ご来場をお待ちしています。

「市長と “まちづくり談義”」

桜山小校区で開催します！

●日時　7 月 29 日 （木）、 午後７時～

●場所　桜山中央集会所

[ 問 ] 秘書広報課☎ 63-1157

く

ら

し

の

情

報

コ
ン
ポ
ス
ト
式
生
ゴ
ミ
処

理
容
器
に
補
助
を
し
ま
す

　

市
で
は
、
ご
み
減
量
推
進
の
た

め
、
生
ご
み
処
理
容
器
を
設
置

す
る
家
庭
に
補
助
を
行
っ
て
い
ま

す
。
６
月
15
日
号
で
お
知
ら
せ

し
た
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
以

外
に
、
コ
ン
ポ
ス
ト
式
生
ご
み
処

理
容
器
の
補
助
を
次
の
よ
う
に

行
い
ま
す
。

●
交
付
対
象
者
の
条
件　

①
市
内

に
住
所
を
有
し
、
居
住
し
て
い
る

世
帯
の
世
帯
主
で
、
か
つ
家
庭
生

活
で
使
用
す
る
た
め
に
設
置
す

る
人　

②
市
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
人　

③
以
前
に
別
の
処
理
機
器

設
置
に
対
し
て
補
助
金
を
受
け

た
人
は
、
そ
の
補
助
金
交
付
決

定
か
ら
５
年
以
上
経
過
し
て
い
る

こ
と

●
補
助
予
定
基
数　

約
30
基

●
受
付　

市
役
所
１
階
環
境
保

全
課
窓
口
で
随
時
受
付
け
ま
す
。

電
話
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。
補

助
予
定
基
数
に
達
し
次
第
終
了
。

申
込
は
一
世
帯
か
ら
世
帯
主
の

み
。
他
世
帯
の
代
理
申
込
は
で

き
ま
せ
ん
。

●
補
助
額　

本
体
販
売
価
格

（
税

抜
き
価
格
）
の
２
分
の
１
と
し
、

１
基
あ
た
り
上
限
３
千
円
。
１
世

帯
に
２
基
ま
で

（
補
助
額
の
100
円

未
満
は
切
り
捨
て
）
。

●
注
意
事
項　

①
補
助
金
交
付

決
定
前
の
購
入
は
で
き
ま
せ
ん　

②
市
内
に
店
舗
を
有
す
る
事
業

者
か
ら
購
入
し
て
く
だ
さ
い　

③

補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
人
は

処
理
機
器
を
有
効
活
用
し
、
市

の
ご
み
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
の
施
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い　

④
利
用
状
況
調
査
を
行
う
こ
と

が
あ
り
ま
す

※
不
明
な
点
は
受
付
時
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

[
問]
環

境

保

全

課

☎
63

・

１
３
７
０

「
市
政
を
考
え
る
会
」
模
擬

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　

荒
尾
市
女
性
モ
ニ
タ
ー
連
合
会

が
主
催
と
な
り
、
市
民
生
活
に

関
す
る
諸
問
題
を
、
男
女
共
同

参
画
の
視
点
か
ら
見
つ
め
直
し
、

行
政
と
共
に
話
し
合
い
、
男
女

が
互
い
に
支
え
あ
う
社
会
の
実
現

を
目
指
す

「
市
政
を
考
え
る
会
」

模
擬
議
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

●
日
時　

７
月
23
日

（
金
）
午
後

１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

●
場
所　

市
議
会
本
会
議
場

●
テ
ー
マ　

「
市
民
が
参
画
し
て

い
く
ま
ち
づ
く
り
」　

い
き
い
き
と

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
協
働

の
ま
ち

“
あ
ら
お
”
」

[

問]

人
権
啓
発
課　

☎
63

・

１
１
３
９

有
明
フ
ェ
リ
ー
で
割
引
運

賃
の
社
会
実
験
を
実
施
！

　

長
洲
町

（
長
洲
港
）
と
長
崎

県
雲
仙
市

（
多
比
良
港
）
を
結

ぶ
有
明
フ
ェ
リ
ー
で
は
、
期
間
限

定
で
全
長
６
ｍ
未
満
の
車
に
限
り
、

割
引
運
賃
で
利
用
で
き
る
社
会

実
験
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

フ
ェ
リ
ー
は
、
大
量
の
車
や
人

を
最
短
距
離
で
海
上
輸
送
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
球
温
暖
化
防

止
に
貢
献
す
る
環
境
に
優
し
い

乗
り
物
で
す
。
同
時
に
、
船
内

で
の
休
憩
や
ス
ナ
メ
リ

（
小
型
の

イ
ル
カ
）
の
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
船

旅
の
楽
し
さ
も
味
わ
え
ま
す
。

●
実
施
期
間　

8
月
31
日

（
火
）

ま
で　

（
※
曜
日
や
お
盆
に
関
係

な
く
毎
日
利
用
可
能
！
）

●
内
容　

片
道
運
賃

　

・
軽
自
動
車　

千
円

　

・
普
通
自
動
車　

千
500
円

●
そ
の
他　

①
全
長
６
ｍ
未
満
の

車
両
に
限
り
ま
す　

②
同
乗
者

は
、
通
常
運
賃
で
す　

③
バ
イ
ク
、

サ
イ
ド
カ
ー
は
対
象
外
で
す　

④

現
金
支
払
い
に
限
り
ま
す　

⑤
他

の
割
引
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

[

問]

有
明
フ
ェ
リ
ー　

長
洲
営

業
所
☎
78

・
０
１
３
１

プ
ロ
ロ
ー
グ
広
場
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

Ｊ
Ｒ
荒
尾
駅
北
側
の
プ
ロ
ロ
ー
グ

広
場
駐
車
場
は
、
入
庫
後
２
時

間
以
内
は
無
料
で
す
。

駅
周
辺
で
の
お
食
事
や
お
買
い

物
、
ご
用
の
際
に
は
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

[

問]

産

業

振

興

課

☎
63

・

１
４
３
２
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有
明
消
防
本
部
で
は
、
119
受

信
か
ら
い
ち
早
く
火
災
救
急
現

場
な
ど
を
特
定
す
る
た
め
に
、

地
図
デ
ー
タ
を
常
に
最
新
の
状

態
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
た

め
、
平
成
23
年
3
月
ま
で
情
報

収
集
の
た
め
に
各
市
町
を
巡
回

調
査
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
制
服
な
ど
を
着
用
し
て

い
な
い
女
性
の
職
員
が
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
必
ず
名
札
を

着
用
し
て
い
ま
す
。
不
明
な
点
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

[

問]

有
明
広
域
行
政
事
務
組
合

消
防
本
部
☎
73

・
５
２
５
２

消
防
署
の
職
員
が
調
査
の

た
め
巡
回
し
て
い
ま
す

日
曜
日
の
労
働
相
談
を
実

施
し
て
い
ま
す

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
し
ご
と

相
談

・
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
特

定
テ
ー
マ
ご
と
の
日
曜
日
労
働
相

談
を
実
施
し
、
専
門
の
相
談
員

（
社
会
保
険
労
務
士
）
が
助
言

を
行
い
ま
す
。

●
日
時
と
テ
ー
マ　

①
７
月
25
日

（
日
）
「
未
払
い
賃
金
に
関
す
る

相
談
」　

②
８
月
29
日

（
日
）
「
解

雇
に
関
す
る
相
談
」　

③
９
月
26

日
（
日
）
「
退
職
に
関
す
る
相
談
」

※
相
談
時
間
帯
は
、
い
ず
れ
の

も
午
後
１
時
～
午
後
４
時

[

問]

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ

レ
ア　

し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン

タ
ー　

就
業
支
援
相
談
☎
096

・

355
・
２
２
２
４
、
労
働
相
談
☎

096

・
352

・
３
６
１
３
、
ホ
ー
ム
ペ

ー

ジh
ttp

:/
/
w
w
w
.p

area.p
ref.

ku
m

am
o
to

.jp
/
sigo

to
sien

/

社
会
保
険
相
談
会　

開
催

●
場
所　

荒
尾
商
工
会
議
所
２

階
会
議
室

●
相
談
員　

特
定
社
会
保
険
労

務
士 

●
相
談
日　

毎
月
第
３
水
曜
、
午

後
２
時
～
午
後
５
時

※
事
前
予
約
制

●
相
談
時
間　

1
時
間
程
度

●
料
金　

無
料

[

問]

荒
尾
商
工
会
議
所　

☎

62

・
１
２
１
１

暑
中
お
見
舞
い
の
季
節
に

「
ふ
る
さ
と
情
報
紙
」
を

お
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

（
財
）
荒
尾
産
炭
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
で
は
、
全
国
の
荒
尾
出
身

の
皆
さ
ん
向
け
に
、
荒
尾
の
ホ
ッ

ト
な
話
題
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど

を
満
載
し
た
、
ふ
る
さ
と
情
報

紙

「
To
～
U

（
you
）
」
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
荒
尾
を
離
れ
て
い
る

全
国
各
地
の
ご
親
族
・
ご
友
人
へ
、

暑
中
お
見
舞
い
の
こ
の
季
節
に

「
To
～
U

（
you
）
」
を
お
く
っ
て
み

ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

費
用
は
全
て
無
料
で
、
事
務
局

か
ら
直
接
ご
希
望
の
と
こ
ろ
へ
お

届
け
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

[

申
・
問]

（
財
）
荒
尾
産
炭
地

域
振
興
セ
ン
タ
ー
事
務
局

（
政

策
企
画
課
内
）
☎
63

・
１
２
７
４ ▲最新 14 号の表紙は万田坑のデ

ジタル掛け軸

第 2 次荒尾市文化振興基金活用事業を募集します

　本市の個性的な地域文化の創造やまちづくりに生かす

文化活動を支援するため、 予算の範囲内で、 豊かで活

力に満ちた暮らしの実現を目指した文化振興に寄与する

ことを目的とします。

●助成対象事業　平成 22 年度に自ら企画して実施する

右表に掲げる事業で広く市民に公開、 公表するものを対

象とします。 なお、 当該年度に申請できる事業は、 1 団

体につき 1 事業とします。

活動発表事業

複数の団体の共同作業や新たに実行委員
会を作るなどして、 従来の活動の枠を超え
て行われる発表会などの事業。 ただし、 特
定の流派、 会員、 個展等に関わる事業は、
対象外とします。

文化情報事業
文化を紹介するビデオ ・ パンフレットなどの制
作発行で、文化情報の発信に寄与する事業。

人材育成 ・交流事業
文化的な活動として開催される研究会、 フォー
ラムなどで人材育成や交流を目的とする事業。

その他の事業
文化によるまちづくりの振興に寄与するもの
で、 市長が特に必要と認める事業。

※恒常的な活動、 営利目的の活動、 政治 ・ 宗教活動などは
対象外とします。

●助成対象者　①市内に住所または活動の本拠を有する

団体　②助成対象事業を完了できる見込みがある団体

●助成金の額　当該事業に要する経費の 3 分の 2 とし、

限度額を 50 万円とします。

※入場料、 補助金、 その他 （広告料など） 収入は、 事

　 業に要する経費から差し引きます。 また、 食糧費、 メン

バーの旅費 ・ 賃金などは原則対象外とし ます。

●助成金の交付　事業完了時に交付します。 なお、 事業

の性格上適当と認める場合は、 概算払い （前払い） をす

ることができます。

●募集期間　7 月 15 日 （木） ～ 8 月 13 日 （金）

[ 申・問 ] 政策企画課　☎ 63-1274

　　　21 年度の荒尾市文化振興基金
活用事業として製作された 「海達公
子 『児童文学の栞』」 （事業団体 : 一
般社団法人　海達公子顕彰会）。 荒
尾市が誇る少女詩人 「海達公子」 の
作品を知ってもらうことで青少年の感
性の涵養や観光客の増加など、 地域
の活性化を目的としています。

▲


